
広報
2024年

令和６年

[CONTENTS]
●今月の話題･･････････････････ 2
　新年のあいさつ
　田子町長選挙
●トピックス･･････････････････ 4
　しあわせのまちづくり結婚祝い金贈呈式
　ガリステごはん10万食達成！　ほか

●お知らせ････････････････････ 6
●公民館情報･････････････････ 10
　令和６年田子町二十歳を祝う会　ほか
●図書館情報･････････････････ 11
　本を読んでみませんか？～心豊かに生涯読書～
●情報スクランブル･･･････････ 12
　学校の話題　たっここども園　ほか

2月号

１月９日、中央公民館で第５０回新春書き初め大会が開催されました。詳しくは公民館情報（10ページ）を
ご覧ください。入賞作品は文芸コーナー（13ページ）に掲載しています。

新春書き初め大会



2

●
今
月
の
話
題

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
る
世
界
の
情
勢
不
安

に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

な
ど
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
物

価
が
高
騰
い
た
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
世
界
情
勢
の
悪
化
に
加

え
、
円
安
に
よ
っ
て
物
価
の
高

騰
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
肥
料
や
飼
料
、
電
気
や

燃
料
な
ど
の
価
格
上
昇
は
、
町

民
生
活
や
事
業
経
営
を
ひ
っ
迫

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
町
で
は
、
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
、
国
・
県
の
交
付
金
を

活
用
し
、
地
域
商
品
券
や
燃
油

券
の
配
布
、
配
合
飼
料
等
価
格

高
騰
対
策
緊
急
支
援
給
付
、
農

業
者
・
商
工
業
者
に
対
す
る
産

業
支
援
給
付
な
ど
、
町
民
の
生

活
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
に
お
き
ま
し
て
も
、

町
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
運

営
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
世

界
情
勢
や
物
価
等
の
推
移
を
見

守
り
な
が
ら
、
適
切
な
支
援
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
で
は
、
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
が
五
類
に
移
行
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
意
識
並
び
に
法
的
な

規
制
は
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る

も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

あ
ら
ゆ
る
活
動
が
制
限
さ
れ
、

地
域
社
会
に
お
い
て
、
人
と
人
、

心
と
心
が
つ
な
が
る
機
会
が
失

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
田
子
町

の
地
域
力
が
減
退
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
、
残
念
で
あ
る
と
同

時
に
、
大
変
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。

　

従
っ
て
４
期
目
は
、
と
も
に

信
頼
し
合
い
、
助
け
合
い
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
、
互
い
を
認
め
合

う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

金
銭
的
な
豊
か
さ
も
必
要
で

は
あ
り
ま
す
が
、
現
代
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
に
重
要
な
「
心

の
豊
か
さ
」「
心
豊
か
な
営
み
」

を
実
感
し
、
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

協
力
し
合
い
、
手
と
手
を
携
え

て
、
日
々
、
生
き
が
い
と
や
り

が
い
に
満
ち
た
生
活
が
営
め
る

よ
う
、
各
種
交
流
活
動
や
地
域

活
動
に
支
援
を
行
い
、
次
の
世

代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
、
小
さ
く
と
も
魅

力
に
あ
ふ
れ
る
田
子
町
を
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
建
設
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
と
も
に
、
ご

参
画
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
も
役
場
は
、
町

民
の
役
に
立
つ
場
所
と
し
て
、

そ
の
利
便
性
を
高
め
、
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
、
気
軽
に
お
越

し
い
た
だ
け
る
よ
う
、職
員
共
々

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
よ
り
一
層
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様

に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
令

和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ま
し

て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ		

田
子
町
長
　
山
本
晴
美

田
子
町
長
　
山
本
晴
美
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●
今
月
の
話
題

後
８
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
即

日
開
票
し
た
結
果
、
山
本
晴
美

氏
（
59
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

翌
18
日
に
は
、
田
子
町
選
挙

管
理
委
員
会
（
簗
田
重
身
委
員

長
）
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
（
写
真
）。

　

町
長
の
任
期
は
令
和
６
年
１

月
15
日
か
ら
、
令
和
10
年
１
月

14
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

投
票
率
は
67
・
18
％

　

今
回
の
選
挙
は
、
当
日
有
権

者
数
は
４
３
４
２
人
、
う
ち
投

票
者
総
数
は
２
９
１
７
人
、
投

票
率
は
67
・
18
％
で
、
前

回
の
４
年
前
の
選
挙
に
比

べ
０
・
96
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
で
期
日
前

投
票
制
度
を
利
用
し
た
方

は
８
２
４
人
で
、
当
日
有

権
者
の
18
・
98
％
、
投
票

者
総
数
の
28
・
25
％
に
相

当
し
ま
す
。

　

投
票
所
別
の
投
票
率
で

は
、
新
田
地
区
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
59
・
46
％
と
最

も
高
く
、
次
い
で
相
米
へ

き
地
保
健
福
祉
館
が
54
・

40
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
田
子
町
長

選
挙
は
、
12
月
12
日
に
告
示
さ

れ
、
現
町
長
と
元
町
議
、
元
町

職
員
の
３
名
が
立
候
補
し
ま
し

た
。

　

投
票
は
12
月
17
日
の
午
前
７

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
町
内
12

カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
午

田
子
町
長
選
挙

●開票結果（敬称略、得票順）

当選 得票数 候補者氏名 党派

当選 1,627 山本　晴美 無所属

814 澤口　博二 無所属

426 宮村　博幸 無所属

●投票率

区　分 男 女 計

当日有権者数 2,093人 2,249人 4,342人

投票者数 1,403人 1,514人 2,917人

棄権者数 690人 735人 1,425人

投票率 67.03％ 67.32％ 67.18％

（参考）
　前回投票率（R1.12.22）　男 67.24％　女 68.99％　計 68.14％
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（
写
真
１
）
防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た

　

尾
形
さ
ん
（
中
央
）

（
写
真
３
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

防
犯
功
労
者
表
彰
伝
達
式

（
※
写
真
１
）

　

11
月
８
日
、
役
場
公
室
で
、

令
和
５
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
田
子
町
防

犯
協
会
の
尾
形
孝
太
郎
さ
ん

（
西
舘
野
）に
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
地

域
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
、
防
犯
意
識
の
高
揚
と
犯
罪

予
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
功
労

が
評
価
さ
れ
、
三
戸
地
区
防
犯

協
会
長
、
三
戸
警
察
署
長
か
ら

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
尾
形

さ
ん
は
、
平
成
27
年
か
ら
町
防

犯
協
会
の
役
員
を
務
め
、
長
年

に
わ
た
り
町
内
の
防
犯
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
達
式
に
立
ち
会
っ
た
福
田

博
実
副
町
長
は
、
町
民
の
安
全

の
た
め
に
日
頃
か
ら
防
犯
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
今
後

も
継
続
し
た
防
犯
活
動
に
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

田
子
町
災
害
対
策
本
部
図

上
訓
練
（
※
写
真
２
）

　

11
月
11
日
、
役
場
庁
舎
内
で

田
子
町
災
害
対
策
本
部
図
上
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の

田
子
町
災
害
対
策
本
部
の
業
務

遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
防
災
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
機
能
と
連
携
体
制
を
確

認
し
、
改
善
す
べ
き
課
題
の
洗

い
出
し
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
停
滞
す

る
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
三
八

上
北
地
方
を
中
心
に
記
録
的
な

大
雨
が
降
り
、
町
内
で
土
砂
災

害
に
よ
る
家
屋
倒
壊
や
浸
水
被

害
な
ど
が
多
数
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
た
対
応
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
青
森
県
防
災
危
機
管

理
課
や
自
衛
隊
、
青
森
地
方
気

象
台
、
町
消
防
団
、
三
戸
消
防

署
田
子
分
署
な
ど
の
関
係
機
関

も
訓
練
に
参
加
し
、
災
害
発
生

時
の
避
難
情
報
の
発
表
、
避
難

対
策
の
調
整
や
被
害
状
況
な
ど

の
情
報
収
集
と
整
理
、
関
係
機

関
と
の
連
携
体
制
と
応
援
要
請

等
の
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
３
）

　

12
月
７
日
、
役
場
公
室
で

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
者
世
代
の

夫
婦
が
婚
姻
か
ら
継
続
し
て
１

年
以
上
田
子
町
に
居
住
す
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合

に
、
夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

山
本
晴
美
町
長
は
「
幸
せ
な

家
庭
を
築
い
て
、
田
子
町
に
長

く
住
み
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
、
祝
い
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

は
「
祝
い
金
は
こ
れ
か
ら
の
生

活
の
た
め
に
大
切
に
使
い
た

い
。
家
族
が
ゆ
っ
た
り
と
で
き

る
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
で

事
業
開
始
か
ら
68
組
目
、
今
年

度
４
組
目
の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
中
沢
和
寛
・
登
美
子
夫
妻

（
矢
田
郎
）

家
族
の
き
ず
な
便
（
※
写
真
４
）

　

年
末
年
始
の
帰
省
を
自
粛
さ

れ
る
な
ど
し
た
町
外
在
住
の
ご

家
族
へ
、
町
内
の
地
場
産
品
な

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
２
）
被
害
情
報
を
集
め
対
策
を
検
討
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（
写
真
４
）
き
ず
な
便
の
受
付
の
様
子

（
写
真
６
）
10
万
食
目
と
な
っ
た
釜
渕
さ
ん
（
中
央
）

ど
を
宅
配
す
る
配
送
料
を
町
が

負
担
す
る「
家
族
の
き
ず
な
便
」

の
受
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
各
ご
家
庭
で
３
個
ま
で

の
荷
物
の
配
送
料
を
町
が
負
担

す
る
事
業
で
、
令
和
２
年
度
か

ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
回
目
の
受
付
が
12
月

７
日
か
ら
10
日
ま
で
の
４
日
間

行
わ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
は
、

に
ん
に
く
や
米
な
ど
町
内
で
生

産
さ
れ
た
農
産
物
や
食
料
品
な

ど
を
町
外
の
ご
家
族
へ
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

送
り
状
の
横
に
は
、
た
っ
こ

王
子
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
、
受

け
取
っ
た
方
が
一
目
で
町
の
制

度
を
利
用
し
た
も
の
だ
と
わ
か

る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
の
４
日
間
で
、
６
７

２
世
帯
が
こ
の
制
度
を
利
用

し
、
１
５
１
４
個
の
荷
物
が
町

外
へ
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

創
遊
村
２
２
９
ス
キ
ー
ラ

ン
ド
安
全
祈
願
祭
（
※
写
真
５
）

　

12
月
10
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
20
名
が

シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
を
祈
願

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
の
委

託
を
受
け
て
ス
キ
ー
場
を
運
営

し
て
い
る
創
遊
村
２
２
９
ス
キ

ー
ラ
ン
ド
を
愛
す
る
会
（
釜
渕

清
嗣
会
長
）
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
創
遊
村
２
２
９
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
は
、
平
日
は
ナ
イ

タ
ー
の
み
で
午
後
５
時
か
ら
９

時
45
分
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
９
時
45
分
ま

で
、
日
曜
祝
日
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
の
営
業
と
な

り
ま
す
。

ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
10
万
食

達
成
！
（
※
写
真
６
）

　

12
月
11
日
、「
田
子
ガ
ー
リ

ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
」
が
提

供
開
始
か
ら
累
計
10
万
食
を
達

成
し
、
10
万
食
目
を
注
文
し
た

お
客
様
に
、
山
本
町
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
万
食
目
の
お
客
様
は
、
町

内
に
お
住
ま
い
の
釜
渕
清
嗣
さ

ん
。
県
外
か
ら
の
お
客
様
を
連

れ
て
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご

は
ん
を
食
べ
よ
う
と
来
店
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
記
念
す
べ
き
10

万
食
目
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
釜
渕
さ
ん
は
、
突
然
の
こ
と

に
驚
き
な
が
ら
も
「
こ
れ
ま
で

に
何
度
も
食
べ
て
い
る
が
、
毎

年
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
っ
て
い
る

の
で
、
毎
回
楽
し
み
な
が
ら
食

べ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

釜
渕
さ
ん
に
は
感
謝
状
と
、

記
念
品
と
し
て
田
子
に
ん
に
く

１
㎏
、
田
子
牛
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
10
万
食
達
成
を
記
念

し
て
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ

ご
は
ん
（
１
食
１
８
０
０
円
）

を
田
子
町
地
域
か
が
や
き
商
品

券
２
枚
（
１
０
０
０
円
分
）
で

食
べ
ら
れ
る
「
田
子
町
民
還
元

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
12
月
12
日

～
１
月
31
日
）
や
、
ガ
ー
リ
ッ

ク
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
を
召
し
上

が
っ
た
お
客
様
に
抽
選
で
景
品

が
当
た
る
「
あ
り
が
と
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」（
12
月
12
日
～
１

月
21
日
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
、

ご
友
人
と
一
緒
に
ガ
ー
リ
ッ
ク

ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
を
食
べ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
５
）
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願
す

　

る
関
係
者
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■  令和６年 所得申告相談受付のお知らせ（通帳が必要です）

会　場 月　日 曜日
対象行政区

午　前 午　後

上郷公民館

研修室

２月15日 木 夏坂 山口・関

２月16日 金 道前・嘉沢 新田

２月19日 月 遠瀬・水亦 茂市

２月20日 火 石亀・杉本 道地

２月21日 水 【上郷地区全域】 移動日  午後は休み

中央公民館

研修室

２月26日 月 明土平・上相米 根渡・柴倉

２月27日 火 上風張・風張・
南風張 宮野・細野

２月28日 水 【田子地区全域】

２月29日 木 雀ヶ平 野面・ ノ実

３月１日 金    川向・川代・
椛山・袖平 清水頭・干草場

３月４日 月 飯豊 原

３月５日 火 西舘野 上野・長坂

３月６日 水 矢田郎 野月

３月７日 木 野々上 池振・野畦沢

３月８日 金 下田子・舞手 向山・衣更

３月11日 月 七日市 種子

３月12日 火 下本町・塚ノ上ミ サンモール

３月13日 水 北側・南側 中本町

３月14日 木
【田子町内全域】

３月15日 金

午前受付  ８時45分～11時　  午後受付  １時～４時

★★★　今年もマイナンバーが必要です。★★★
マイナンバーカードもしくは通知カード（番号付住民票）と身分証明書（運転免許証、パスポート等）をご持参ください。

　介護認定を受けている65歳以上の方で、身体の障害または認知症の状態が認定基準に該当している場合は、
障害者手帳等を持っていなくても「障害者控除」や「特別障害者控除」を受けることができます。
　（対象者は、所得税や住民税の申告時に、その本人及び認定を受けた人を扶養している方です）
◎田子町の方が、町内の公民館で申告する場合は、認定

書を準備する必要はありませんが、申告時には自ら申
し出てください。（申し出がないと控除できません）

◎税務署や他の市町村で申告する場合は、事前に認定書
の交付を受けなければなりません。
また、手続きの際、介護保険被保険者証を使いますの
で、電話でお問い合わせください。

問役場地域包括支援課（せせらぎの郷）（中村）☎２０−７１００

問役場税務課税務グループ（大久保）☎２０−７１１２

「障害者控除対象者認定書」についてのお知らせ

▼農業・営業申告をされる方へ
　事業に係わる販売額や経費などの
申告の場合は、１年間の合計額を書
いた「収支内訳書」または帳簿を提出
していただきます。
　ただし、農産物・葉たばこ・肉用
牛・農機具の「販売証明書」は確認し
ますので、ご持参ください。

▼給与・年金所得のある方へ
　所得税の申告をする場合は、源泉
徴収票の原本が必要です。
　なくされた時は、早めに支払者か
ら再発行を受けてください。

▼寡婦、ひとり親の方へ
　配偶者と死別または離婚した場合、
寡婦控除等の対象となる場合があり
ますので、申告時には自ら申し出て
確認を受けてください。

▼ふるさと納税をした方へ
　ワンストップ特例制度をご利用し
ない方または６箇所以上の自治体に
寄附なさった方は「寄附金受領証明
書」をご持参ください。

▼その他（該当する場合）
　身体障害者手帳
　国民年金納付領収書
　各種保険料控除証明書
　おむつ使用証明書　　　など

　医療費控除の対象となる領収書は
全て確認しますので、ご持参くださ
い。申告前に、人ごと・病院ごとの
合計額を書いていただきます。

※日程はデータ放送でも確認できます。
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　地域おこし協力隊の五十嵐です。
　12月、シンガポールに出張し、青森県の PR イベン
トのブース手伝いをしてきました。物価や給与水準も
高くなったシンガポール、円安もあって今シンガポー
ルの方は年に何度も日本に遊びに来ているようです。
東京や大阪、京都などの有名な観光地だけではなく、
地方にも足を運んでいるそうで、このイベントではま
だシンガポールの方が訪れたことがないであろう地域
の魅力発信を行うことが目的でした。青森県の PR ブ
ースでしたが、食はガーリックセンターのにんじゃあ
麺の汁なしバージョン、ブースには黒ニンニクやタッ
コーラ、ポテトチップスなどを置かせていただき、実
質田子町の PR とさせてもらっていました。田子町の
食だけではなく、ロッジカウベルの紹介も行い、多く
の方が次回日本に来る際は田子町に行きますねという
うれしい言葉。まだまだ小さな一歩ですが、今後も引
き続きシンガポールでの PR に尽力したいと思います。

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村治樹です。
　青森朝日放送（ABA）主催で、青森県内の市町村が
自らの町を、自主制作による30秒の CM で PR するこ
の大会。３年連続で私が企画、撮影、編集の全てを担
当させていただきました。今回のテーマは「田子にん
にくで心も体も元気に！」。各市町村の地域愛あふれる
作品がそろう中、残念ながら受賞とまではなりません
でしたが、たくさんの町民の方々の協力をいただき、
楽しく田子にんにくの持つパワーを、お届けできる作
品が作り上げられました。この場を借りて、協力して
いただいた方々に改めて御礼申し上げます。今回作成
した CM は、一年を通し同局内にて、30回にわたり放
映予定です。また同局の YOUTUBE チャンネルでも見
られます。ぜひご期待ください！

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆第22回ふるさと自慢わが町 CM 大賞　　

◆シンガポールで
　田子町の PR をしてきました　　　

■  非課税世帯等物価高騰対策給付金について
　国の事業として、生活の負担感が特に大きい住民税
非課税世帯に対する経済支援策として、１世帯当たり
７万円を２月から順次、口座振込します。（申請のご案
内は、１月中旬に役場から各世帯に郵送しますが、未
申告者を含む非課税世帯のみに郵送します。申請期限
は令和６年３月３１日までです。）
※ただし、所得申告上の非課税世帯となっていても、

住民税が課税されている親族に扶養されている場合
は支給対象となりません。

　詳細については下記へお問い合わせください。

問役場住民課福祉グループ（尾形）☎２０－７１１９

■  申告はお早めに
◎所得税・住民税
　今年の所得税・住民税の申告期限は３月
１５日（金）です。例年、期限の間際にな
りますと申告会場が混み合い、お待ちいただく時間も
長くなりますので、お早めに申告くださるようお願い
します。また、所得税の申告についてはご自宅でパソ
コンやスマートフォンを使用した e-Tax による申告も
可能ですので、ぜひご利用ください。

◎消費税・地方消費税
　県の税金である地方消費税は、国の消費税と同じ申
告書で一緒に税務署に申告し、消費税との合計額を国
に納めます。納められた地方消費税は、国から県に払
い込まれます。
　今年の個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告
と納税の期限は、４月１日（月）です。忘れずに申告、
納税してくださるようお願いします。

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１

■  小さな掛金、大きな補償
　インターネットでかんたん加入
　スポーツ安全保険は、スポーツ活動、文化活動、ボ
ランティア活動等、４名以上の団体を対象とした保険
です。
　保険の詳しい内容、資料の請求は、（公財）スポーツ
安全協会のホームページをご覧ください。
▼保険期間
　４月１日午前０時から令和７年３月３１日
午後１２時まで。

問公益財団法人スポーツ安全協会
　☎０３ー５５１０ー００３３
　ＵＲＬ　https://www.sportsanzen.org
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みなさんにご紹介！
たっこ町民のウチゴハン
10月のひとくるめゃ文化祭で実施した「食育SAT
（サッと）システム」。実物大フードモデルを選ぶ
だけ。サッ！と瞬時に食事バランスがわかります。
今月は星５つ判定の満点者である80代女性の朝食
をご紹介します。

GOODポイント
◎朝は骨格筋機能を高めるタイミング。魚のたんぱ
く質と牛乳のカルシウムを毎朝とって「骨骨（コ
ツコツ）貯筋」を！
◎お酢には血圧・血糖値の抑制効果あり。健幸長寿
の源「お酢」を毎日の料理にプラス！

◎漬け物の食べ過ぎは塩分過多に。量を決め、食べ
る分を小皿に盛るとGOOD。漬け物とは上手な
お付き合いを！

（地域包括支援課栄養士　本木）

内容
ご飯　具だくさん味噌汁
煮魚
大根の酢の物
きゅうりの漬物 3枚
柿 1/2個
牛乳

■  赤十字活動にご支援をお願いします
　～救うを託されている。赤十字
　は、あなたとともに動きます～
　日本赤十字社青森県支部は、災害・紛争などから命
を守り、苦痛を軽減する活動をはじめ、平時は教育現
場や自治会などで防災・減災の講習会やボランティア
活動などを展開しています。
　こうした活動は、毎年２月から自治会・町内会など
の赤十字ボランティアが戸別訪問をさせていただき、
寄せられた会費や寄付金によって支えられています。
　本年も引き続き、市民の皆様のあたたかいご支援を
心よりお願い申し上げます。

問日本赤十字社青森県支部総務課会員係
　〒030-0861青森市長島1丁目3番1号
　☎０１７−７２２−２０１１
問日本赤十字社青森県支部田子町分区
　役場住民課住民環境グル−プ（大橋）☎２０−７１１３

■  家畜（牛・馬・めん羊・山羊・豚・鶏等）を飼育して
　いるみなさまへ
　家畜を飼っているすべての方は、家畜の伝染性疾病
の発生予防やまん延を防止することを目的とした「家
畜伝染病予防法」により、年１回、その飼育状況を報
告することが法律で義務付けられています。
　令和６年２月１日現在の状況について、報告書を作
成し提出してください。
▼対象家畜　牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、い

のしし、鶏（シャモ、チャボ、ウコッケイ等を含む）、あひ
る、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥

※なお、愛玩用（ペット）として少数を飼育する場合
であっても報告が必要です。
▼報告様式　八戸家畜保健衛生所または役

場産業振興課で配布（八戸家畜保健衛生
所ウェブサイトからダウンロード可）
▼提出期日　２月２９日（木）まで
▼提出方法　郵送、ＦＡＸ、電子メールまたは持参
▼提出先　八戸家畜保健衛生所、三八地域県民局地域

農林水産部畜産課または役場産業振興課
問八戸家畜保健衛生所
　☎０１７８−２７−７４１５　FAX ０１７８−２７−７４１８
問役場産業振興課（下口）☎２０−７１１５

■  農地を貸したい方と、農地を借りたい方を
　募集中～農地中間管理事業で有利に規模拡大を！～
　公益社団法人あおもり農業支援センターでは、県か
ら農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事業
を実施しています。
　農地の所有者で、経営規模を縮小する方、または農
業をリタイアする方で、作付けしなくなった農地を、
中間管理機構へ貸してみませんか？
　中間管理機構が借り受けた農地は、新たに作付けす
る担い手に対して貸し付けの契約をします。これによ
り、耕作放棄地の増加が抑えられるとともに、農地の
有効活用が図られます。農地を貸したい意向がある方、
農地を借り受ける意向がある方は、それぞれ申込用紙
の記入が必要です。申込は、随時受付しております。
　詳細については、産業振興課、農業委員会、または
支援センターへご相談ください。

問役場産業振興課（袖村）☎２０－７１１６
問田子町農業委員会（宇藤）☎２０－７１２０
問公益社団法人あおもり農業支援センター

　☎０１７－７７３－３１３１

■  借金に関する相談窓口
　相談員が借金の状況等をお伺いし、必要に応じて、
弁護士等に引き継ぎを行います。一人で悩まずご相談
ください。秘密厳守・無料です。
▼受付時間　月～金（祝日・年末年始除く）
　午前８時３０分～正午、午後１時～４時３０分
▼相談専用電話　☎０１７－７７４－６４８８

問東北財務局青森財務事務所理財課
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■  無事故・無違反を続けている優良運転者の
　方を表彰します
●一般運転者
◎銅賞　５年以上無事故無違反
◎銀賞　１０年以上無事故無違反
◎金賞　１５年以上無事故無違反
※上記の順序に関係なく、銀賞・金賞の申請ができ

ます。
▼申請することができる方
１．田子町に居住している方
２．交通安全協会の会員で、常に安全運転をされてい

る方
３．申請時において、基準年数に達した方
※以前に金賞を受賞された方は、５年間は申請をご

遠慮願います。
※申請後に、事故・違反があった場合は受賞できな

いことがあります。
▼申請方法
１．申請場所は、交通安全協会田子支部事務局（役場

住民課内）です。
２．代理人による申請はできません。必ず本人が申請

書をご記入してください。
３．申請時には、「安協会員証」・「印鑑」・「運転免許

証」をご持参ください。
▼申請期限　３月８日（金）
※証明手数料は、安協田子支部で負担いたします。

問三戸地区交通安全協会田子支部事務局
　役場住民課住民環境グル−プ（大橋）☎２０−７１１３

■  第５回青森県県民公開講座
　患者さんやご家族だけでなく関心がある方どなたで
も参加可能！
▼日時　２月２０日（火）15：00 ～16：00
▼会場（定員）　①弘前大学医学部コミュニケ

ーションセンター２階（100名）　②弘前大
学医学部附属病院１階脳卒中・心臓病等総
合支援センター（10名）③ ZOOM にて配信

（100名）
▼内容　▽脳卒中後の維持期のリハビリについて

（15：00 ～15：15）弘前大学医学部附属病院医療技
術部リハビリテーション部門　理学療法士　佐藤翔
▽脳卒中後の在宅療養について（15：15 ～15：30）
弘前大学医学部附属病院脳卒中・心臓病等総合支援
センター　社会福祉士　佐藤誠人▽個別相談会（15：
30 ～16：00）※希望者のみ
▼参加費　無料
▼申し込み方法　①ホームページの「第５

回県民公開講座」から　②２次元バーコ
ード内登録フォームから

　https://forms.office.com/r/EVv0mrjM19
　③脳卒中・心臓病等総合支援センター内申込 BOX へ

投函　④お電話、メールにて申し込み
　当日参加、当日キャンセルも可能です。

問青森県・弘前大学医学部附属病院　脳卒中・心臓病
　等総合支援センター ☎０１７２−３９−５４５９
　メール：noushincenter@hirosaki-u.ac.jp
▽主催　青森県、弘前大学医学部附属病院脳卒中・心

臓病等総合支援センター

■  「解決の糸口を見つけに行こう！」相談会
　町と連携して生活再建相談事業を行っている消費者
信用生活協同組合による無料相談会です。
専門スタッフや弁護士がお金や暮らしに関す
る悩みなどについて、丁寧に聴き取りし、一
緒に解決の糸口を見つけます。
▼実施日時　２月１７日（土）午前１０時〜午後４時
▼場所　信用生協八戸事務所
　　　　（八戸市一番町1-2-14　ＮＩビル３階）
▼対象の相談　①お金の問題（多重債務問題など）、②

遺産相続、③不動産売買、④税金等公共料金の滞納、
⑤ DV・離婚問題、⑥その他くらしに関する悩み事

▼相談料　無料。ただし事前の予約が必要です。
▼予約先　信用生協八戸事務所
　　　　　 ☎０１２０－１０２－０８４

■  八戸圏域連携中枢都市圏の形成に関する
　講演会
▼日　時　２月６日（火）午後３時～４時30分
▼場　所　南部町立町民ホール　楽楽ホール
　　　　　（南部町大字下名久井字白山81）
▼テーマ　人口推計、外国人労働者政策等（予定）
※演題は、決まり次第、八戸市のホームページにて

お知らせします。
▼講　師　是川夕氏（国立社会保障・人口問題研究所 

国際関係部長）
▼参加料　　無料
▼申込方法　八戸市ホームページ（終日）の申込みフ

ォームより、１月30日（火）までにお申込みください。

問八戸市政策推進課 ☎０１７８−４３−９２４８
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令和６年田子町二十歳を祝う会
　１月７日、田子町二
十歳を祝う会が開催さ
れました。当日は、対
象者50名に対し38名
の参加となり、式典後
には、４年ぶりに実行
委員会主催の祝賀会も
開催し、多くの方に参加いただきました。

第50回新春書き初め大会
おめでとう ! 　町長賞　釜渕瑠奈さん
　１月９日、中央公民館で
第50回新春書き初め大会
が開催され、今年は幼児か
ら中学生まで30名の参加
がありました。
　参加者は、講師の米田巧
先生よりそれぞれの課題の
手本を書いていただき、書
き方の指導を受けて、筆を
運んでいました。
　結果は次のとおりです。

▽町長賞
　釜渕瑠奈（田子中１、右写真）
▽文化協会長賞
　大野怜愛（田子小６）
▽公民館長賞　
　千葉陽向（田子小４）
▽金賞
　遠澤唯央（田子幼）　長谷川紬希（田子小２）
　大久保亮成（田子小５）
▽銀賞
　滝沢貴寛（田子幼）　山本莉心（田子小２）
　山本奏汰（田子小５）
▽銅賞
　新間絢斗（田子小２）　土川陽葵（田子小３）
　久保舞華（田子小６）

※参加者の全作品は１月いっぱい中央公民館に展示し
てありますので、ぜひご覧ください。

田子町文化協会
第46回芸能発表会のお知らせ
▼日時　２月４日（日）正午～（開場　午前10時～）
▼会場　タプコピアンプラザホール
▼入場料　賛助金として１人300円（高校生以上）
※プログラムは後日配布されるチラシをご覧ください。

●いけばな講座
▽と　き　２月24日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館会議室
▽参加費　花材代1,000円前後
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
　※２月16日（金）までの申込みが必要です。

●フラワー教室
▽と　き　２月20日（火）午後７時～９時
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　3,000円程度
▽内　容　ひな祭りアレンジ
　※２月13日（火）までの申込みが必要です。

●ナニャドヤラ講座
▽と　き　２月７日（水）、13日（火）、21日（水）、
　　　　　27日（火）午後７時～８時30分
▽ところ　中央公民館ホール
▽参加費　無料　　▽申込み　不要
▽対　象　小学生以上
　※ただし、高校生以下の方は保護者同伴でお願い
　　します。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：山本）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。
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●スポーツ
▽ＢＩＧＦＬＹ大谷翔平プレイバッ

ク2023 ／783ビ
●健康、料理
▽２週間で変わる！整う、「腸活」

／493ニ
▽「あさイチ」のフライパンおかず

と麵とごはん／596ア
▽おしえて志麻さん！お助けレシピ

100 ／596タ
●園芸
▽大きくしない！雑木、花木の剪定

と管理／627オ
▽枯らさず長く楽しむ花の育て方図

鑑／627カ
●歴史・時代小説
▽奥州仁義／三河雑兵心得１３／井

原忠政／913イ
▽明日の夕餉／居酒屋お夏春夏秋冬

７／岡本さとる／913オ
▽もみじの宴／居酒屋お夏春夏秋冬

８／岡本さとる／913オ
▽とろとろ白玉の三宝づくし／まん

ぷく旅籠朝日屋５／高田在子／
913タ

●ミステリー、警察小説
▽ツミデミック／一穂ミチ／913イ
▽こちら空港警察／中山七里／913ナ
▽禍根／上下巻／パトリシア・コー

ンウェル／933コ
▽殺しへのライン／アンソニー・ホ

ロヴィッツ／933ホ
●そのほかの小説
▽ひとり旅日和５／秋川滝美／913ア
▽深夜カフェ・ポラリス／秋川滝美

／913ア
▽７７７／伊坂幸太郎／913イ
▽神と黒蟹県／絲山秋子／913イ
▽なれのはて／加藤シゲアキ／913カ
▽ともぐい／河崎秋子／913カ
▽ずっとそこにいるつもり？／古矢

永塔子／913コ
▽わたしに会いたい／西加奈子／

913ニ
▽婚活食堂10 ／山口恵以子／913ヤ
●エッセイなど
▽86歳の健康暮らし／田村セツコ

／726タ
▽思い出の屑籠／佐藤愛子／914サ
▽妻が余命宣告されたとき、僕は保

護犬を飼うことにした／小林孝延
／916コ

図書館情報

　「本を読むと若くなる」といわれま
す。読書が心の健康に役立つからです。
本を読むことが頭の体操になるからで
す。今回は「年齢を重ねたからこそ楽
しめる本」を集めて展示 ･ 貸出します。
どうぞご利用ください。

○102歳、一人暮らし。／石井哲代
○老いの玉手箱／樋口恵子
○老害の人／内館牧子
○老いの品格／和田秀樹
○落語に学ぶ老いのヒント

●「心豊かに生涯読書」特集

本を読んでみませんか？～心豊かに生涯読書～

　小学生以下の子どもたちが挑戦し
た「読書マラソン」（期間中に何冊
の本を借りて読むことができるか自
分の記録に挑戦する）が終了しまし
た。参加者は37名。入賞者は34名
でした。１等賞（９日間で40冊読
破）から努力賞は次のみなさんです。
おめでとうございます。
▼１等賞　大野怜愛、澤頭新太、
　宮木詩渚、山本莉心、長谷川紬希、

中村衣吹、中村圭那、元村ゆづき、

元村しづく、土川響羽、土川陽葵、
樋口みのり、山﨑慶翔、大久保絵
実、白澤燈、西村優莉、佐藤らら

▼２等賞　蜂ヶ崎華永、関本俊也、
　袖村旭輝、工藤友凛愛
▼３等賞　久保舞華
▼努力賞　久保朱璃、久保智瑛、
　吉田知生、吉田紗羅、山本煌弥、

日向琴音、日向柊須、日向秀優、
日向菖乃、小舘未羽、森本有咲、
山本丈太郎

●第67回「読書マラソン」終了

読書マラソン表彰式

図書館おやすみカレンダー

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

2月の図書館行事
▼２／７（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼２／21（水）午前10時
　セカンドブック／せせらぎの郷



12

誕生

●清水梨
り ほ

帆（秀幸・麻樹）／七日市
●遠澤唯

ゆいと

翔（公志・英莉花）／下田子
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●髙沢　正（85歳）雀ヶ平
●澤口ちさ（83歳）遠瀬
●袖村　陽（56歳）下本町
●佐藤國雄（85歳）飯豊
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

令
和
５
年
12
月
31
日
現
在

世帯数／2055（−６）
人口／4817（−12）
男／2320（−10）
女／2497（−２）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
期
間
の
注
意
と
お
願
い

　

寒
さ
が
厳
し
く
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
こ
の
時
季
、「
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
」
に
よ
る
火

災
や
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た

め
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給

油
す
る
際
は
「
油
種
を
確
認
」
し
、

「
必
ず
消
火
」
し
て
か
ら
行
う
。

ま
た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク

へ
給
油
し
た
後
は
、
キ
ャ
ッ
プ

が
し
っ
か
り
閉
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

○
出
か
け
る
際
は
「
火
の
元
を
点

検
」
す
る
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
長
時
間
使

用
す
る
際
は
時
々
「
換
気
」
し
て
、

部
屋
の
空
気
を
入
れ
換
え
る
。

○
落
雪
に
よ
る
煙
突
の
破
損
や
、

Ｆ
Ｆ
式
ス
ト
ー
ブ
は
排
気
筒
の

埋
も
れ
な
ど
が
な
い
か
「
点
検
」

す
る
。

○
積
雪
が
多
い
場
合
は
、
玄
関

な
ど
出
入
口
の
周
囲
を
除
雪
し
、

「
避
難
経
路
を
確
保
」
す
る
。

○
屋
根
か
ら
雪
や
つ
ら
ら
が
落

ち
て
く
る
の
で
、「
軒
下
に
は
近

づ
か
な
い
」
よ
う
に
す
る
。

　

除
雪
し
た
雪
は
、「
消
火
栓
、

防
火
水
槽
」
付
近
に
捨
て
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
除
排
雪
の
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う

【
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
事
故
防
止
】

○
「
命
綱
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着

す
る
」「
滑
り
止
め
の
付
い
た
靴

を
履
く
」
な
ど
し
て
、
転
落
防
止

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
転
落
時
に
備
え
、
屋
根
の
下
な

ど
に
は
雪
を
残
し
て
作
業
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
除
雪
作
業
は
、
家
族
や
近
所
の

人
に
も
声
を
か
け
、
で
き
る
だ
け

複
数
で
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
軒
下
か
ら
の
屋
根
の
雪
落
と
し

は
、
雪
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
晴
れ
の
日
は
屋
根
の
雪
が
ゆ
る

ん
で
い
る
の
で
、
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
除
雪
機
に
よ
る
事
故
防
止
】

○
除
雪
機
の
点
検
等
の
際
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。

○
作
業
中
は
周
り
に
人
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
移
動
す
る
際
は
後
方
や
足
下

を
確
認
す
る
な
ど
、
自
身
や
周
囲

に
注
意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

○
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
除
雪

機
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署
田
子
警
察
官
駐

在
所　
　
　

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

2
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

6
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

7
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

8
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

9
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

13
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

14
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜正午

たっこオレンジカフェ（みろく館）
午前10:00〜11:30

16
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30

コツコツ貯筋教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

19
（月）

運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

20
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

21
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

22
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

26
（月）

運動教室（中央公民館）
午後2:00〜3:00

27
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

28
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜正午

２月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

■  災害情報案内の番号を変更しました
　令和５年７月１日からの受付番号 ☎０５０－５５３６－５９８５
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●
発
表
会
を
終
え
て

　

12
月
16
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
ホ
ー
ル

で
「
第
13
回
た
っ
こ
こ
ど
も
園
発
表
会
」

が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
が
第
５
類
に
な
り
、

入
場
制
限
な
し
の
開
催
と
な
り
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
小
学
生
の
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、
町
民
の
皆
様
と

多
く
の
観
客
の
前
で
か
わ
い
ら
し
く
、

ま
た
堂
々
と
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
ク
ラ
ス
の
お
友
だ
ち
が
登
場

す
る
と
「
か
わ
い
い
ー
！
」
と
い

う
声
が
会
場
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
大
き
な
舞
台
に

立
ち
、
ラ
イ
ト
の
明
る
さ
に
も
キ

ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
目
を
輝
か
せ
、
曲

が
か
か
る
と
体
を
動
か
す
子
、
立

っ
て
い
る
子
と
お
り
ま
し
た
が
、

泣
く
こ
と
も
な
く
最
後
で
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
き
い
ク
ラ
ス
は
、
初
め
て
の

劇
に
挑
戦
す
る
ク
ラ
ス
、
セ
リ
フ

の
あ
る
劇
と
頑
張
り
ま
し
た
。

　

踊
り
も
キ
レ
の
あ
る
踊
り
、
ポ

ッ
プ
な
リ
ズ
ム
の
踊
り
、
か
わ
い

ら
し
い
踊
り
と
、
最
後
は
凛
々
し

い
袴
姿
で
年
長
の
男
の
子
が
決
め

て
く
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
拍

手
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

行
事
を
経
験
す
る
た
び
に
成

長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
ま
た
一
つ

大
き
く
成
長
し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
冬
本
番
と
な
り
ま
す
が
、

雪
が
降
っ
た
ら
園
庭
に
大
き
な
雪
山
を

作
り
、
そ
り
遊
び
や
雪
だ
る
ま
を
作
っ

た
り
な
ど
、
今
な
ら
で
は
の
遊
び
を
楽

し
み
な
が
ら
、
手
洗
い
、
う
が
い
を
習

慣
と
し
て
風
邪
予
防
に
努
め
、
た
く
さ

ん
体
を
動
か
し
、
体
力
作
り
を
し
な
が

ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
た
っ
こ
こ
ど
も
園
）

学
校
の
話
題
　
た
っ
こ
こ
ど
も
園

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

　情報スクランブル

◎
町
長
賞　

釜
渕
瑠
奈
（
田
子
中
１
）

◎
文
化
協
会
長
賞　

大
野
怜
愛
（
田
子
小
６
）

◎
公
民
館
長
賞　

千
葉
陽
向
（
田
子
小
４
）

第50回新春書き初め大会入賞作品 書
道
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
４
年
２
月
号
（
令
和
６
年
１
月
24
日
発
行
）
通
算
第
７
７
１
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

はちのへ若者サポートステーション 三戸地域自立相談窓口

　町内在住の大村
素子さん（34）は、
五戸町出身で２歳
から高校生までは
新郷村で暮らし、
東京の大学に在学
中に経験した東日
本大震災を契機に、岩手県陸
前高田市の災害ボランティア
活動に参加しました。翌年に
は大船渡市に移住し、ご縁か
ら同市のラジオ局のパーソナ
リティのお仕事や、復興支援
のまちづくり会社に勤め、商
店街の運営などに尽力された
そうです。「とても大変な日々
だったけど、本当に大変なの
は被災された地域の方々。何
もお役に立てない私でしたが、
大船渡の皆さんに育てていた
だきました」と当時を語りま
した。
　その後、亡くなられた素子
さんの祖母が住んでいた田子
町内の家を空き家にするまい
と移住を決意され、田子町に

移り住むことにな
ったそうです。「小
さな頃からサンモ
ール付近でよく遊
んでいたし思い出
の場所です。田子
町の方々は面白く

てパワフルな方が多く、良い
刺激をいただいている」と、
移住されてからの田子町の印
象を語りました。
　現在は、南部町の体験型寺
子屋（学びどき）で小中学生
を対象に学習コーチとして携
っているそうです。また、八
戸市の BeFM で日替わりのパ
ーソナリティも担当されてい
るそうです。「今後は南部町だ
けでなく、田子町や新郷村な
どにも子どもたちのための新
たな学びの場を作りたい。そ
のためにもいろいろ勉強の
日々です」と、今後を見据え、
熱くそして素敵な笑顔で語っ
ていました。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

木村治樹隊員が取材
！

木村治樹隊員が取材
！

町内でがんばる町内でがんばる
若者を紹介します若者を紹介します

※相談は無料。

※希望により、 相談日時や相談場所を調整できますので、お気軽に下記の田子町窓口までご連絡ください。

知っておきたい
田子町の福祉・介護のお役立ち情報
◆番外編◆　仕事がしたい方へ

★何らかの理由で「働きたくても働けない」方に合ったお仕事や生活の支援を外部専門機関が行います。

相談により、就職につながった方が増えています。

【15歳から49歳までの方】 【50歳以上の方】

リレー連載
第５回

田子町窓口：役場地域包括支援課（せせらぎの郷）　☎２０−７１００

八戸市：☎ 0178-51-8582
（月曜日～金曜日　午前９時～午後５時）

八戸市：☎ 0178-51-8755
（月曜日～金曜日　午前９時～午後５時）

はじめてのハッピーバースデイ
令和５年１月に生まれた満１歳のお友だちです。

●滝上白
は く ら

桜ちゃん
Ｒ5.1.29

（中本町・男の子）
誕生日おめでとう。
いつも笑顔のはくら。
これからも元気にすく
すく育ってね♪

イベント
情報第17回たっこにんにくまつり第17回たっこにんにくまつり

　 町 の 特 産 品
「たっこにんに

く」を町内外に
ＰＲし、更なる
消費拡大を図る
こ と を 目 的 と
し、開催します。
▼日時　２月２４日（土）午前１０時〜午後２時
▼場所　田子町農業者トレーニングセン
　　　　ター ほか

　現在、ガーリックレディを広く募集し
ています。詳細は、１月１１日に全戸配布
した募集チラシをご覧ください。たくさ
んのご応募、お待ちしております。
　詳細については、町ホームページをご
覧ください。

問役場商工振興課（村木）☎２０－７１１４

2023年の様子


